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令
和
六
年
五
月
十
五
日
、

当
校
は
創
立
百
五
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
年
間
を
通
し
て

二
つ
の
「
つ
な
が
り
」
を
意

識
し
た
取
組
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
地
域
と
の
つ

な
が
り
」
で
す
。
こ
れ
ま
で

も
山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
皆
様
か
ら
お
声
掛
け

い
た
だ
き
な
が
ら
、
植
栽
活

動
や
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
等
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
度
は
、
給
食

試
食
会
や
創
立
記
念
日
の
ド

ロ
ー
ン
撮
影
等
、
地
域
の
皆

様
か
ら
学
校
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
る
機
会
を
増
や
し
、

令
和
の
小
学
校
を
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
小
須
戸
地
区

の
つ
な
が
り
」
で
す
。
小
須

戸
中
学
校
で
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
に
な
る
二
つ
の
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
。
そ
の
子
ど
も

た
ち
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

充
実
し
た
中
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

校
間
の
連
携
を
意
識
し
た
取

組
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
、
小
須
戸
中

学
校
区
の
児
童
生
徒
に
、
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「つながり」を大切に

小須戸文化協会サークル紹介小須戸文化協会サークル紹介 「歌いません科」「歌いません科」７
（協力：小須戸文化協会）

３月１日の様子から…

　まず、講師の熊木希代加先生のピアノに合わせ、シニア向けリトミック（皆さんは

これを「脳トレ」とおっしゃいます）といった、視覚・聴覚・触覚を使ったゲーム感

覚の遊びを行いました。

　わかり易く、楽しみながらも真剣なまなざし！これが脳トレになるのだそうです。

　参加した皆さんにたくさんの笑顔がありました。

　和気あいあいと気持ちがほぐれて、それから歌の練習。童謡と季節の歌（「靴がなる」、

「春がきた」、「早春賦」など）を斉唱と二重唱で歌い、「夕やけこやけ」と「証城寺

の狸ばやし」を同時に合わせるパートナーソングにも挑戦。

　皆で楽しく遊んで楽しく歌って心が朗らかに弾んで、笑顔を家に持ち帰ることが何

よりもモットーとのことです。

新潟市立矢代田小学校  校長

鷲尾　健仁さん

春といえば‼とGoogle先生に聞いてみた。 トップはやっぱり🌸 「桜」 だった。 日本人は桜が大好きだよね。

私の推しは 「ソメイヨシノ」 （染井吉野）だな。花言葉は 「精神美」 日本人の心の純粋さや美しさ…

あ～ソメイヨシノのような優美な女性になりたいな （笑） （ I )

活 動 の 様 子

歌いません科は 第１、３金曜日の午後１時半～３時でまちづくりセンター３階ホールで活動しています。
見学・入会希望の方は当日直接会場へお越しください。

いずれの講座も小須戸地区公民館☎0250-25-5715

※平日9時～17時の間にお申込ください。

小須戸老人福祉センター 「リバーサイドシネマ」
第2回　5月14日（火）13時半～の上映作品は

『父と暮せば』
広島の原爆投下から３年、自分一人だけが

生き残った負い目から「幸せになったらい

けない病」で苦悩の日々を送る主人公・美

津江だが、娘を心配するあまり突如幽霊

となって現れた父・竹造に励まされ、悲し

みを乗り越えて未来に目を向けるまでの４日間の物語。

原作：井上ひさし　監督・脚本：黒木和雄

出演：宮沢りえ、原田芳雄、浅野忠信ほか　　　

　　　　　※映画だけの入場は無料。当日直接会場へお越しください。　

，

先生















































































































題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは４月22日（月）となります。
　　　　　　　　　　　　ご理解の程、よろしくお願いいたします。







バックナンバー
カラー版館報

20以上の
病気の
リスクが
わかります！

小須戸地区図書室 新刊案内

【一般書】　

・『ウルトラ図解手指の痛みとしびれ』

　亀山 真／監修　（法研）

・『縁切り上等 !』　新川 帆立／著　

　（新潮社）

・『カーテンコール』　筒井 康隆／著

　（新潮社）

・『枯らさず長く楽しむ花の育て方図鑑』

　オザキフラワーパーク／監修　

　（家の光協会）

・『血液のがんがわかる本』　

　伊豆津 宏二／監修　（講談社）

・『墓じまいラプソディ』

　垣谷 美雨／著　（朝日新聞出版）

・『マリスアングル』

　誉田 哲也／著 （光文社）

【児童書】

・『ごちそうごよみ』

　谷山 彩子／作　（小学館）

・『じぶんでよめるくるまずかん』

　成美堂出版編集部／編著

　（成美堂出版）

・『小学生になったらえほん』

　長谷川 康男／監修　（ポプラ社）

秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」

～特定健診～市の受診券を使うと…

60歳以上の方：無料

40 ～ 59歳の方：500円

～がん検診～

肺がん、胃がん、大腸がん、

乳がん、子宮頸がん、前立腺がん検診

などがあります。

 ・生活習慣病は、進行するまでほとん

   ど自覚症状がありません。早期発見

　が重要と言われる「がん」も、初期で

　は自覚症状が無い場合がほとんどで

　す。早期発見・早期治療が重要です。

年に 1 回健診を受けて年に 1 回健診を受けて

からだの状態を確認しましょう。　からだの状態を確認しましょう。　

〇詳細は、「検診いっ得」や区だより、

　社会保険の方は保険証の発行元にご

   確認ください。

＜お問い合わせ先＞

秋葉区健康福祉課健康増進係 

　　　　　　０２５０-２５-５６８６

　今年度も、特定健診・がん検診が始

まります！

　40歳以上の対象者に「受診券」と「検

診いっ得」を送付します。封筒を開け

てご確認ください。

職　員　交　代職　員　交　代

お
世
話
に
な
り
ま
し
た　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た　

 　
    　

前
公
民
館
長　

古
川　

正
利

　

前
公
民
館
長　

古
川　

正
利

　

地
域
の
皆
さ
ま
文
化
協
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
三
年
間
無
事
に
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
年
目
は
、
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
た
だ
中
で
、
文
化
祭
な
ど
一
部
の
事
業
を
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
二
年
目
以
降
は
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
で
、
公
民
館
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
公
民
館
報
に
つ
い
て
は
、
八
〇
〇
号
を
発
行
で
き
、
そ
の
際
に
題
字
の
変
更
、
公
民
館
報
ア
ー

カ
イ
ブ
や
記
念
事
業
な
ど
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
域
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す　

 　

    

新
公
民
館
長　

吉
田　

弘
樹

新
公
民
館
長　

吉
田　

弘
樹

 

　

四
月
か
ら
古
川
前
館
長
の
後
任
と
し
て
館
長
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
業
務
は
初
め
て
で
す
が
、
一
日
で
も
早
く
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

公
民
館
の
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
の
生
活
が
少
し
で

も
豊
か
に
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
く
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　４月１日より、小須戸まちづくりセンターのセンター長に河内亮氏が

就任されました。これを機により一層小須戸地域の交流施設として地域

の皆さんに親しまれる施設にしていきたいと思います。

《新任のあいさつ》　　　　新センター長　河内　　亮

　この度、新潟市小須戸まちづくりセンター長として

就任いたしました。

　微力ではございますが、ご期待に添えるよう精一杯

頑張りたいと存じますので、宜しくお願い致します。

《退任のあいさつ》　　　　前センター長　藤田　尚義

　平成30年度からお世話になり、早いもので６年が経過しまた。この間、

まちセン利用団体や地域の方をはじめ、小須戸コミュニティ協議会・小

須戸まちづくりセンターの皆様にはたいへんお世話になりました。皆様

の益々のご活躍とご健康をお祈りいたします。本当にありがとうござい

ました。

小須戸まちづくりセンター長に
河内  亮氏が就任
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